[Material] Obituaries of Japanese Economists (Supplement) by 杉原 四郎 & Sugihara Shiro
[資料紹介] 経済学者の追悼文集拾遺
著者 杉原 四郎
雑誌名 關西大學經済論集
巻 46
号 6
ページ 689-714
発行年 1997-03-15
その他のタイトル [Material] Obituaries of Japanese Economists
(Supplement)
URL http://hdl.handle.net/10112/13686
689 
資料紹介
経済学者の追悼文集拾遺
杉 原 四 郎
はしがき
本誌第46巻第 1号 (1996年4月）にかいたように，私は多年つづけてきた経済学
者の追悼文集を探索する仕事をこの辺で打切ることにしたのだが，打切るに際して
手もとにあつまっている資料を整理している間に，できれば自分の手で紹介してお
きたい若干の人々の追悼文集がでてきた一方で，今年に入ってから物故した経済学
者の何人かの追悼文集も入手できたので，それらを合せて最後に紹介しておきたい
と思う。それが本稿でとりあげた19人の追悼文集である。
私はこれまで関西大学にゆかりのある経済学者の追悼文集をつとめて紹介してき
た。神戸正雄や河上肇，あるいは森川太郎や矢口孝次郎，吉田静ーや高木秀玄，木
村雄二郎などであるが，本稿でも古屋美貞と細見英と熊谷尚夫の三人をとりあげて
おいた。
I 
ここで三人の社会主義者をとりあげる。このシリーズで山川菊枝をとりあげるの
は，伊藤野枝についで二人目の女性である。
賀川豊彦 (1888-1960)
『神は我が牧者一賀川豊彦の生涯と其の事業ー』，田中芳三編， 1960年12月発行，
発行所イエスの友大阪支部， A5版138頁。実費頒布価200円，巻頭に遺影など17葉。
はじめに，大宅牡ー，北村徳太郎，船木宇太郎，賀川ハルの短文と西阪保治，吉
田源次郎，金田弘義の三牧師の「まえがき」があり，「まえがき」に本書が田中芳三
とそれに協力した田中夫人の熱意によるものであることが記されている。「編者あと
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がき」には，「編集の順序は，特定の方以外の投稿者には，特に題目を指定して御願
いしたのではありませんでしたが，賀川先生提唱の“イエスの友”と云う祈りの団
体には，「敬虔」，「労働」，「平和」，「純潔」，「奉仕」という 5つの綱領があり，賀川
先生が此の 5綱領を完全に消化され，生活された方でもありましたので，自然追憶
文も大別すると此の 5つに分けることが出来ました」とある。また賀川に関する多
くの出版物には未だ余り発表されていない「先生の晩年のことに関し……割合多く
の頁数をとり，後に入れました」とある。 本書は第一部事業，第二部晩年の二部
構成であり，第一部は，三浦治一「賀川豊彦と其の事業」をはじめにおき，「敬虔」，
「労働」，「平和」，「純潔」，「奉仕」という 5つにわけて，寄稿者の文章を収録して
いるが，「敬虔」はその中を（イ）伝道，（口）文書，（ハ）教育の 3つに細分し， 26人の文章を
収録している。ここでは「労働」におさめられた 3人の文章を中心に紹介しよう。
村島帰之（「交友44年を顧みて」）は， 25オの1917年，大阪の社会事業の会で始め
てアメリカから帰国したばかり28オの賀川と会って以来の交友をふりかえってい
る。普通選挙権や労働者の団結権取得のためのデモや演説会に 2人で何度手をとっ
て運動したが，労働運動が左傾すると今度は「まだ誰も手をつけていなかった農民
組合運動」のために共に活躍，大阪労働学校の設立にも賀川は校長を引き受けてく
れたとのべている。木立義道（「賀川先生と協同組合」）は，先生の協同組合論は「一
面理想主義的であり，半面甚だしく現実的である。恐らく先生の思想，信仰，事業
等を総合しなければ理解しにくい」とのべ，関東大震災の救援のための上京した時
に同行，本所におけるセツルメントを中心とした協同組合組織運動に従事した事，
昭和初頭に『家の光」に連載された“乳と蜜の流れる郷”は産業組合関係者に愛讀
されて「同誌の発行部数を一躍140万部に達せしめた」こと，協同組合の国際的発展
にも貢献したことなどをのべている。また杉山元次郎（賀川先生と農民運動」）は，
「大正10年に第3回世界労働会議が農業労働問題を取扱うようになったので，、賀川
先生から，もう農民問題を始めよと促され……大正11年4月9日に神戸市の基督教
育会館でその創立大会を開いた。（がその時の費用は….・・)『死線を越えて」の印税
より全部支払われたもので，もし賀川先生が無かったならば日本の農民組合発生の
時期もおくれていたであろうし，性格も変わったものになっていたであろう」と書
いている。賀川と農民・農民運動との関係については，金田弘義「日本農民福音学
校」，横山春一「農民福音学校戦線に加わった頃」，木本郁「豊幸農場と共益社の思
い出」などにものべられている。
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賀川は労働運動・農民運動•平和運動に関する青少年むけの読物を多数刊行して
いる。私はこうした賀川の側面にはじめて気づいたのは，神戸市の教育委員になっ
た時，彼が神戸市の初期の教育委員として活躍したことを知ったことを通じてであ
る。教育委員控室には，『賀川豊彦全集』（全24巻， 1962-64年）がならんでいて，
私は会議のあい間に，この全集をよくひもといたものである。その頃私は賀川の生
誕百年によせていくつかの文章をかいた。『読書流紋』（未来社1990年）におさめた
「教育委員賀川豊彦」や「賀川豊彦の自然教育論」などである。
猪俣津南雄 (1889-1943)
『猪俣津南雄研究』，猪俣津南雄研究会（東京都世田谷区上祖師谷2-38-20,津村
方）。 1972年 1月。没後30周年記念号。
著作集も評伝も刊行されていない猪俣の研究にとって， 1970年3月に創刊された
この雑誌（第10号は1972年2月刊行）は，豊富な内容で大へん有益である。毎号猪
俣の書いた論文などの紹介の他種々な猪俣論がのっているが，とくにこの記念号に
は，追悼の意味をこめた文章がおさめられている。
本号には故人の「戦争と政治」（「サラリーマン』 1935年2月号），「特殊なる二重
の意味」（『新人』 1925年11月号巻頭言）と「絶句二十六句」 (1941年12月中頃の作品）
とかのっている他に，つぎの 6編がおさめられている。
高野実「猪俣の『実践』から学ぶJ
龍村記「猪俣イズム大要」
津村記「猪俣津南雄の生涯」
内野壮兒「猪俣さんのこと」
栗木安延「猪俣津南雄と私」
高木郁記「猪俣における『科学』」
高野は新たに発掘された「新人」巻頭言や「特殊なる二重の意味」にふれながら，
猪俣が「旧い三ニテーゼは影をひそめ，ひとえにすでに『人民戦線』論が『左』を
包んでいる中で……日本労働運動の中枢が小さいながら『全評』であること（『全評』
という名も猪俣がつけた）」や，全評を中核とする統一戦線の機関誌の『労働雑誌』
の「創刊を子供のように喜んだ」と書いている。龍井は猪俣が講座派や労農派に対
する批判をこめて『農村問題入門』や『金の経済学』を出版した意義を力説してい
る。津村は猪俣のアメリカ留学で得たプラグマテイズムや制度派経済学の知識を通
じてのマルクス主義への「迂回的接近」が「彼の方法の新しさの由来となったこと」
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ゃ，三ニテーゼが猪俣らを「社会ファシスト・警察のスパイ」と断じて以来，彼は
主要なエネルギーを理論活動に注ぐことになり，「これが日本マルクス主義史上空前
絶後のスケールと豊饒さをもった，猪俣イズムの体系の生成へと結果した」とのベ
ている。内野や栗木や高木は，それぞれの生涯の中で，どうして猪俣とめぐり合い，
其の業績のどの面につよく惹かれたかを語っている。
『研究』の第1号に著作リスト，第6号に雑誌論文リスト，第7号に雑誌論文リ
スト補遣がのっていて，猪俣の業績リストがととのいつつある。年譜も第7号に渡
米以降病没までの略歴がのっている。『研究jを私は第10号までしか見てないが，第
16号 (1874年）まで出たらしい。
猪俣の追悼文集と併読されるべきものとして猪俣津南雄著作・遺稿刊行会編『一
階級戦士の墓標一高野実追悼録ー』 (1975年， B5版72頁）がある。『思想家の書誌j
69頁参照。また乏しい猪俣論の一つとして，『日本のマルクス経済学』第7章に林健
久「猪俣津南雄」がある。長岡新吉『日本資本主義論争の群像』（ミネルヴァ書房1984
年）も，全巻を通じて猪俣の人物と業績の紹介に力点をおいている。私は「俳人経
済学者」（『読書颯々」，未来社， 1987年所収）の中で，「鹿語」という俳号の彼の作
品を塚原徹「鹿語の一貌」（『研究j第4号）によりつつ紹介した。
山川菊栄 (1890-1980)
山川没後，たとえば『婦人問題懇話会会報J(第34号， 1981年）」のように追悼号
や記念号の雑誌がでているが，ここでは生誕百年記会の単行本を紹介する。
『現代フェミズムと山川菊栄一連続講座「山川菊栄と現代」の記録ー』，山川菊栄
生誕百年を記念する会編，大和書房， 1990年。 B6版278頁。
はじめに，「連続講座へのおさそい」 (1988年）から，一節を紹介しよう。「人間が
人間らしく生きられる社会を求め，女性労働者の権利確立とすべての女性の解放を
めざして， 90年の生涯をささげられた山川菊栄先生の思想や業績は，揺れ動く現代
への確固たる指針となることと信じます。山川菊栄のかかげた理想の灯を現代に活
かすために， 1990年へ向けてつぎつぎと講座を開催いたします。ぜひ，おさそいあ
わせてご参加ください」
連続講座山川菊栄と現代の第一部は1988年1月ー1989年10月までの間に 5回開か
れ，第二部は1889年12月から1990年5月までの間に 4回開かれた。この合計9回の
テーマ・講師・司会者はつぎの通りで，本書には毎回の記録がおさめられている。
第一部
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(1)平和・民主主義・政治変革をもとめて一民主婦人連盟，雑誌『婦人のこえ』の
頃ー。おはなし小沢美津子ら 5人，司会鈴木裕子。
(2)創成期の労働省婦人局長時代 Iー 戦後初期の女性労働問題ー。講師谷野せつ，
司会原田冴子。
(3)創成期の労働省婦人少年局長時代Iー山川局長時代の婦人少年室を語る一。お
はなし池野ヒサ等 3人，司会原田冴子。
(4)女性問題研究と山川菊栄一日本婦人問題懇話会発足の頃ー。おはなし菅谷直子
等4人，司会駒野陽子。
(5)戦後初期の女性労働運動と山川菊栄ーおはなし丸沢美千代等 5人，司会秋山咲
子。
第二部
(1)女子教育を社会から問う一良妻賢母主義批判ー。講師中葛邦，司会井上輝子。
(2)母性と性を見つめて一女性解放の旗手，山川菊栄一。講師永畑道子，司会駒野
陽子。
(3)保護と平等・対立の構造を斬る一山川菊栄の女性労働論ー。講師竹内恵美子，
司会斎藤綾。
(4)暗い谷間の時代・戦時下を生きる 山川菊栄の抵抗の姿ー。講師鈴木裕子，司
会駒野陽子。
本文の下欄には脚注のかたちで講演の内容に関連した資料や写真がかかげられて
いて有益である。たとえば第 1回の講演会のところでは，下欄に，『婦人のこえ』の
創刊号 (1953年10月）の表紙の写真や創刊のことばがのっており，また当時の山川
菊栄の写真が5葉掲載されている。また第二部第二回のところの下欄には，最初の
論集『現代生活と婦人』（叢文閣， 1919年）の表紙，第二論集『女の立場から』（三
田書房， 1919年）の扉の写真が，第二部第三回のところの下欄には，山川が運動の
宣伝のために執筆・出版したパンフレットやリーフレットが写真でたくさん紹介さ
れている。たとえば『リープクネヒトとルクセンプルグ』（水曜会出版部， 1921年），
その朝鮮読版 (3月会出版記， 1926年），『無産階級の婦人運動』（無産社， 1928年）
など。
なお『山川菊栄集』全10巻，別巻 l巻，（岩波書店， 1981-2年），『山川菊栄女性
解放論集』（全 3 巻，岩波書店， 1984年）があり，著作目録として外崎光広•岡部雅
子編『山川菊栄の航跡』（ドメス出版， 1979年）が出ている。
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I 
ここでは19世紀末から20世紀初頭に生れた 6人の経済学者（恒藤と梯とは経済哲
学の業績で著名）をとりあげる。古屋美貞は，同志社大学や関西学院大学の教授で
あったが， 1930年代には関西大学でも講義をした。経済原論や経済学史（とくにア
メリカ経済学史）に関する業績が多い。
上田辰之助 (1892-1956)
私はこれまで上田の追悼文集を『如水会会報』，『英語青年』，『一橋論叢』，『晨光』
などの諸雑誌の特集号によって紹介した（本誌第44巻第3号， 1994年8月）が，今
度はじめてつぎの単行本が刊行された。
『上田辰之助先生の日記と追憶』晨光会編， 1996年10月,A5版， 356頁。非売品，
制作論創社，巻頭に遺影など写真4葉，題字板垣与ー。
まえがき（晨光会・上田ゼミ OB会）やあとがき（鈴木斐雄）によれば，故人の
没後満40年の命日に，晨光会の私家版として本書が刊行されることになったのは，
みすず書房より出版された『上田辰之助著作集』が，第8巻（日記・評伝）が中止
となり 7巻で完結することになったので，板垣与ーの示唆もあって，本書で補完す
るという意味をこめて，全会員の追慕と感謝のしるしとして本書が発行されるに至
ったわけである。
本書は，故人の遺稿3編をおさめた第一部，現在の晨光会員171名中より投稿され
た追憶文29篇を卒業年順におさめた第二部，および会員が各所に既に発表した随筆
や論説7篇をおさめた第三部の三部構成である。
故人の遺稿のうち，「私の学問遍歴について」は1954年12月12日．吉祥寺の上田邸
で行われた背広ゼミで上田が話した内容を，木村正身が残った記録を活字化したも
のである。日本橋の運送関係の仕事をしていた町家に生れた自分が，はからずも高
商に入り，本科・専攻部とすすんで，さらにアメリカに留学して Ph.D.の学位を
とり， 5年間の留学を終えで帰ってから聖トマスの研究にうちこみ，それをまとめ
て東大で経済学博士となって後，マンドヴィルの『蜂の寓話』をとりあげ，さらに
今デフォーと西鶴との比較を研究しようと思っているまでの経路を語ったもので，
最後に質問に答えて，自分の研究精神のポイントは人のやらぬことをやるという開
拓者精神だとのべている。
もう一つは『英語青年』 (1954年4月）に書いた「虫の好かぬ人々ーチャールズ・
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ラムの一随想に関する一随想＿」で，ラムの「エリヤ随筆集』の一篇「不完全な同
情」をとりあげ，ラムが虫が好かぬといった三種の人間類型，スコットランド人，
ユダヤ人およびクエイカー教徒には「退しい経済人型に属するという共通点がある」
といい，「わたくしが萩で特に明らかにしたいのはラムがかれらについて嫌った諸々
の特徴こそかれらの経済的成功の原因をなした，という事実である」とのべて，人
間の非経済人的要素を有するラムの側面を紹介している。
第一部の中心は1955年1月~56年8月の英文日記（板谷茂訳）であり， 1年8ヶ
月の日記で故人の生活が如実にうかがえてまことに有益で興趣にとむ読物である。
故人の英文の表現がいかにすばらしいものかは，訳者後記が解説している。
第二部の中では，大阪商大出身であるが内地留学で上田の下で2年間学んだ多田
顕が，「日本の経済学説をやったらどうか」と言われたので以後日本経済思想史を専
攻しているとのべ，故人からもらった『Mr.Spectator as an Economist (1952)』
の中の「スベクテイター氏のうちに，また彼を通して，文学における経済学と経済
学における文学を看取することができる」というくだりを引用し，上田は「経済学
と英文学の両分野に渡って一家の見識を持って居られた」とかいている。また故人
の推薦で関西学院大学の商業英語を担当することになった中村巳喜人は，「輝かしい
一橋の学風の中で先生はやはり一つの巨星であられた。先生は今もなお一橋の碩学
を相手にジョークを飛ばしておいでになるだろう」とのべている。中村は第三部の
中で「五百旗部真治郎博士の上田学説批判を駁す」を書いている。
河田嗣郎 (1883-1942)
『故河田博士追想記』，編集兼発行者代表四宮恭二。 1942年12月発行。非売品， B
6版本文201頁。題字狩野直喜。
徳富猪一郎の弔辞を巻頭に，白石凡の「河田家の事ども」まで， 47名の追悼文を
おさめる。最後の八つは遺族の文章である。巻末に「病床日記より」と略歴がある。
島崎藤村は「仏蘭西土産より」を，川田順は「哭河田嗣郎博士」で短歌五首を寄
せ，津田青楓は「河田さんの絵」で翰墨会での河田の製作ぶりを書き，鍋井克之は
「河田さんの鑑賞眼」で自作の油綸を商大の学長室にとどけた時のことを書いてお
り，文人としての故人の側面がしのばれる。高田保馬，本庄栄治郎，末川博，汐見
三郎，八木芳之助ら京大の同僚，菅野和太郎，藤田敬三，福井孝治，四宮恭二ら大
阪商大の同僚などの思い出の他，金子正道は，明治33年山口高校に在学中以来の40
年以上のつき合いを回顧しつつ， 1942年3月，故人が金子邸で河上肇と久し振りに
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会見し，午後は八瀬に遊んだこと，その時には5月に故人が病に倒れることなど思
いも掛けなかったとのべ，河上が故人をしのんで金子におくってきた漢詩三首を最
後に録している。
「経済学雑誌」（大阪商大）第11巻第6号（岩波書店， 1942年12月）は，河田前学
長追悼論文集で，巻頭に遺影ー葉をかかげ， 28名の論文をおさめ，巻末に四宮恭ニ・
小松幸雄編の年譜 (1.略歴， 2. 著作年譜）がある。著作年譜には明治42年の処
女作『家族制度ノ発達』（京都法学会）から『経済と美術・工芸j(有斐閣， 1942年）
までの多数の著書（訳書・編著などをふくむ）を解説付で列挙し，最後に遺著とな
った『社会組織と社会政策』や「国民経済学」（日本評論社）や「静観抄』（随筆俳
句集，非売品）を紹介している。
河上肇にとって河田は京大の同僚の中でも最も親しい友人であり，彼に先立たれ
たことは河上にとっても痛恨の極みであった。河田家から墓碑のことや遺文集の編
集について相談をうけたことは，当日の河上の日記に記されているが，「追悼記』や
『静観抄』には彼の文章はみえない。彼自身表面に出るのを遠慮したためであって，
金子が自分の文章の中で河上のことにふれているのも，その辺の事情をおもんばか
ってのことと思われる。
恒藤恭 (1888-1967)
『有恒会報」，大阪市立大学同窓会，第43号， 1968年1月
「故恒藤恭先生大学葬」 (1967年11月25日に大学で行われた大学葬の式次第と渡瀬
譲学長，駒村資正同窓会長の弔辞がのっている。なお当日の末川博のことばは，『有
恒会報』第44号 (1966年3月）に「恒藤恭君を追憶する」としてのっている。末川
は「彼が大正5年，私が同 6年に，それぞれ京大の政治学科，法律学科を卒業して
研究の道に入り，一緒に研究会などを開いたりしていた頃から半世紀……にわたる
親友を結んで」きたことを回顧し，とくに京大事件のこと，事件のあと京大をやめ
た二人は河田嗣郎の招きで大阪商大の講師となり，後教授となった経過，戦後共に
憲法問題研究会をつくったことなどを語るとともに，恒藤の研究領域が，「国際法，
経済哲学，政治史，思想史，法律哲学など実に広い」こと，また彼が「若い頃，鈴
懸二郎の名で小説を書いたりして文オも豊かで……絵も書いて」いたことをのべて
いる。末川はまた山崎時彦編『若き日の恒藤恭』（世界思想社， 1972年）の序で，本
書で恒藤のゆたかな文オと，「幅の広い底の深い生涯が浮き彫りにされて」いること
を「うれしくありがたく思う」とかいている。
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本書の編者大阪商科大学恒藤会の山崎時彦は，解説で．令息や夫人から貴重な原
資料を拝借して本書を作ったことをのべ，未収録作品をふくめて恒藤の作品のくわ
しい解説を書き，最後に年譜をのせている。
最近出た恒藤関係の文献を二つ紹介しておこう。「書斎の窓』（有斐閣．第448号．
1995年10月）にのった「法理学研究会の歩み」という座談会（加藤新平．天野和夫．
矢崎光囲，八木哲夫．大橋智之輔．竹下賢）で，法理学研究会の60周年を記念して．
1934年頃から戦中戦後の研究会の歩みを回顧したものであるが，恒藤恭が没するま
でずっとこの研究会の中心だったことが語られている。その中で天野和夫が「専門
を超えたという意味では，京大という，哲学を中心にした学際的な雰囲気が恒藤先
生の学問にはあって，それが法理学にかなり関係しているのかなと思います」とい
う竹下賢の発言をうけて．「昭和の初め頃の話ですが，京大の法学部，経済学部の教
授がよく学生の研究会に一緒に出ていって，学生はほとんど対等の議論，同じ様な
レベルでの議論をしてもらえたらしんです。だから，さっきお話が出た末川先生．
田村徳治先生も．哲学的なグループとか．社会科学のグループとか，よく学生の研
究会に出ておられました。それらの先生の名前を河上会の人もよく覚えています」
といっている。大正末期から昭和初頭ににかけて．河上肇は哲学の研究に没頭して
いたが．その時いろいろの研究会で河上が最も信頼する相談相手となっていたのは
恒藤恭であったことを知る私にとって．このくだりには興味をそそられた。
もう一つは山崎時彦が「法学雑誌』（大阪市大，第42巻第3号,1996年 1月）に書
いた「若き日の恒藤恭一その原風業(1)一」である。大阪市大の図書館の新築に際し．
恒藤恭の新しい記念室ができ，そこに小磯良平の手になる恒藤の肖像画や多くの資
料がおさめられることになったのを機に．山崎が書きおろした恒藤の小伝で，その
(1)には．旧制一高に在学中の生活を一応の終末として．「ほぽ明治時代で終る先生の
青春時代前期まで」がたどられている。一高で恒藤と同級だった中には，菊地寛，
芥川龍之介，山本有三や矢内原忠雄などがおり，最も深く交ったのは芥川のようで
ある。山崎は．「向陵記」という当時の恒藤の日記（大学ノート 8冊）が発見された
が「一部拝見したところでは．ー高在学期の先生を知るための貴重な自筆資料であ
る。本格的な整理がおこなわれると有り難い」とのべている。
棚橋初太郎 (1893-1979)
『死而不朽一棚橋初太郎先生の遺稿と思い出集』,1995年11月．編集刊行委員会．
非売品,A5版458頁。巻頭に遺影9葉。本文中にも多数の写真が入っている。
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三橋時夫が編集委員（三橋の他山本修，増井幸夫，藤谷築次，嘉山良平）を代表
して書いた序文によれば，京大農学部農林経済学科卒業生が，「今回先生の生誕百年
を記念して御遺族の間で，先生が書き残された『自伝』を公にされる計画のあるこ
とを洩れ伺って，皆でこの機会に先生の御生前を偲ぶ文集を作ろうということにな
った。……「カントと雄鶴』（非売品， B6版158頁，発行所富民社， 1957年）のよ
うな優れた随筆集をも上梓されている天国の棚橋先生がどのように見て下さるか，
一抹の不安はある」とのべている。また増井幸夫と藤谷築次がかいた「あとがき」
には，「思い出」について，ご高齢の方々が多く，また記憶も薄らいでおられるので
はないか，どれだけご協力いただけるのではないか， という心配が先立ったが，私
共の予想をはるかに越えて， 40編を上廻る原稿を拝受することができた」とあり，
御親族（とくに棚橋淳二，中嶋晴彦）はじめ，第二部の執筆者山本修，本書の印刷
を担当した農経同窓の旭プリント代表取締役松沢孝ら関係者の協力によって本書が
なったこと，その基礎に教育者としての故人の偉大さがあることがのべられている。
本書は，第一部遺稿（自伝，随想25篇），第二部，山本修「棚橋先生の学と人」，
第三部棚橋先生の思い出44篇，第四部著述目録と年譜（棚橋淳二編）の四部構成で
ある。
自伝は出自から1955年に農学博士を取得した時(62オ）までをのべている。「随想」
は1929-1968年までに『洛友会報』にかいたエッセーが多数であるが，なかには故
人の専門にかかわる論議もいくつかあり，最後は「マルクシズムと私ーマルクス生
誕百五十年を記念して一」（『洛友会報」第30号， 1968年1月）である。
私は戦後京大農学部の近くの古書店で河上肇の個人雑誌「社会問題研究』がまと
まって売られていて，それに棚橋というサインがあるのを知り，その一部を買い求
め，後でその持主が農業経済学科の先生であることを知った。故人はこのマルクス
生誕150年記念の文章で，自分とマルクス主義とのかかわりについてのべ， 1923年に
京大へ赴任した後「法経の学生に伍して河上博士の講義を聴いた」ことや農経教室
にいた山田勝次郎や杉野忠夫からマルクス理論をきかされたこと，その山田が農経
教室を去ったことなどを記すとともに自分がマルクス主義者にはならなかったこ
と，それは一つにはマルクスの論理的誤謬に気づいたためであることをものべてい
る。
第二部で山本修は，ー．棚橋先生の学問と二．棚橋先生の人となりについてのベ
ている。ーではその農業経済理論，農村共同組合論，蚕糸経済論をとりあげ，まと
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めとして故人の学問の特色は， (1)内外の研究業績を検討批判して自説を展開する点
に故人の語学力と読書量の多さが反映していること， (2)現象形態に止まらず本質を
徹底的に追求する「本質志向型」であること， (3)その「論理学的志向」一これは(2)
と関連する一の三つをあげている。二では故人の講義からうけた学問に対する情熱
と厳しい態度や「先生の都会人的風貌」をあげ，最後にその一生についてつぎのよ
うに結んでいる。
「先生は世間的にみれば不遇だったかもしれない。あれだけの優れた研究業績が
ありながら，退官されるまで助教授であったというのは，農経内部或いは京大内部
の複雑な事情があったにせよおかしなことだ。先生も内心では不満がなかったわけ
ではあるまい……。けれども先生の傍らには常に類稀な美質を備えた令夫人がおら
れた。また先生の業績を高く評価し先生を励ましてこられた大槻先生や東畑先生の
ような方もおられた。……先生は幸せな人生を過ごされたと信じたい。」
第三部の追悼文集の中では，飯沢二郎と伝田功の二人の文章をとりあげたい。
飯沢二郎は，故人が「農村における共同組合の本質と発展—論理的規定の適用
による分析方法について一ー」をみずから仏訳して欧米の学会に送ったが，最も自
信のある論文を訳して外国の学者に送ったのは，「学問は国際性をもたなければなら
ぬというかねての持論をみずから率先して実行されたものであるとともに，また先
生のご業績（とくにこの論文）が日本の学界で正しく評価されていないことにたい
する，ご不満のあらわれでもあったのではないか」といっている。また飯沢が故人
の指導をうけたのは，故人が農業経営要素適応比例説の源流として研究していたア
ーサー・ヤングを飯沢がイギリス農業革命の同時代資料として研究しはじめてから
で，故人は飯沢がヤングの研究に着手したことを喜び、自分も30年ぶりでRunal
Economyの翻訳をはじめたが， 80オになったからその研究をやめるからといって，
そのヤングの本の初版 (1770年）を飯沼に譲ったことを記している。
伝田功は，故人が講義の中でコモンズについて「私の師匠コモンズによれば……」
といってアメリカのこの碩学の学説を紹介したことをのべ，おそらく故人がウィス
コンシン大学に留学していた頃に師事したのではないかと推測している。制度学派
では1930年以来「取引 (Transaction)に関する研究が盛んとなったが，この重要性
に最初に着目したのはコモンズであり，またわが国で1970年代に「内部組織の経済
学」が重要視されてきたが，この経済学の鍵概念が「取引」であったとのべ，学生
時代にコモンズを講義した故人の面影を「懐かしく想い起こしている」。
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巻末の「年譜」は次男棚橋淳二の手になるもので，故人の書き残した日記を適宜
挿入し，また終生の親友だった東畑精ーからの書簡を紹介し，これによって「簡潔
に欠ける結果となった」ものの．「概して単調無味になりがち」な年譜が，故人の生
涯を活写する好読物となっている。
よしさだ
古屋美貞 (1893-1967年）
古屋美貞は1920年同志社大学法学部につとめ，1936年まで16年間同志社に在職中．
1923年中国に 4ヶ月,1926年2年間欧米に留学， 1931年より 2年間法学部長の職に
あった。 1936年より関西学院大学商経学部にうつり．かたわら関西大学へも出講し
た。 1944年に郷里の山梨県に帰ったが，戦後は1952年より山梨大学教授,1959年よ
り山梨学院短大教授,1961年以後大東文化大学経済学部教授に就任，在職中1966年
12月病没した。
『経済論集』第7号．「経世済民の諸問題ー経済学博士古屋美貞教授追悼論文集ー」．
大東文化大学経済学会, 1967年6月発行。
スタッフ16名の論文を収録の他，巻頭に故人の遺影と，高橋梵仙の「古屋美貞先
生という人一発刊の言葉に代えて一」を，また巻末に年譜と著書論文目録とを収録
している。
高橋は，故人が1907年渡米，カリフォルニア大学を退学して一時帰京するが1926
年コロンビア大学に入学， 1928年に Ph.Dの学位を得，この時の研究をまとめた『米
国経済学の史的発展』 (1932年，内外出版）によって京大から経済学博士の学位をえ
たことをのべ，また故人が1941年に同文館から出版した『日本戦争経済力の諸問題』
によって戦後G項該当者として公職追放の厄に遭ったが，本書のどこが問題か「的
確な判定が困難である」としている。更に高橋は，大東文化大学経済学部設立のと
き故人に初めて会豫て著書からうけていた其儘の品性に触れて感銘したこと, 1966 
年9月から出校できなくなり，学部長辞任願が11月に出されたが12月4日になくな
ったこと，遺稿「ケインズ派経済学』を本年6月本学から公刊したことなどをのベ
ている。
アメリカ経済学は明治初年以来わが国に伝来して大きな影響をあたえた．ウェイ
ランド，ラーネッド，ィリー，クラーク，フィッシャーなどについては個別的に研
究も進んできたが，アメリカ経済学の形成発展のあとを全体的にたどる研究は戦前
には古屋の業績以外まとまったものはほとんどなかった。戦後小原敬士，久保芳和，
田中敏弘らの手でようやくその領域の研究がふかまったが，現在でも古屋の先駆的
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業績はふりかえられるべきものをもっているといえるであろう。
梯明秀 (1902-1996)
701 
季報『唯物論研究』第15巻第2号，通巻第58号，編集発行季報『唯物論研究刊行
会』，服部健二責任編集， 1996年10月。「梯明秀追悼」
1996年8月93オで病没した故人をしのぶ追悼文集が立命館大学関係者を中心につ
ぎのように編まれた。遺影2葉。
服部健二「追悼梯明秀」，服部は梯の「全自然史の思想」の独自性をルカーチやプ
ロッホと比較しているが，この問題は本誌に収録されている服部健二「フランクフ
ルト学派との対話ー自然史の観念をめぐるノート」の中で詳論されている。
西川富雄「梯先生の死を悼む一梯哲学の遺したもの一」
1950年代，シェリングを研究していた西川が立命館の哲学科のスタッフとなって
梯を知り，彼のすすめで「民科」に入り，その研究会で梯や船山信一の思想になじ
んでいったこと，梯の哲学は京都学派左派として，西田幾多郎の「行為的直観」を
学びつつ「労働一存在論」 (Arbeit-Ontologie)を構築（「資本論の弁證法的根拠』）
し，戦後は西田に導かれて実存論と唯物論とを内的に結びつけようとして『戦後精
神の探究』を書いたとのべる。
清水正徳「梯明秀先生のこと一高田三郎先生にしかられた話ー」は，中世哲学の
泰斗高田三郎が，梯の著作を熱心によんでおり，清水の梯論について議論をいどん
できて，「梯君の方が君よりはるかに真剣に，哲学として考えていると思うよ」とい
う苦言を頂載した」とかいている。
藤田友治は座談会の中で，梯の学風について「僅かな資料でも自分で考えて思弁
カで深めるやり方はすごいんですが，他方で資料の扱いはそれでいいのかなという
危なっかしさを感じました。……ただ梯先生の良さというのは，自分で主体的に考
えることです。戦後精神のあの空白の中で，自分史としての告白の書の『戦後精神
の探究』はその点圧巻です」と語っている。
巻末に略年譜•著書一覧がある。それには『立命館経済学』第 5·6 合併号 (1963
年3月）の「略歴・主要著作目録」にあった論文・評論がはぶかれている。なお『梯
明秀経済学著作集』全5巻（未来社， 1982-87年）がある。
I 
ここでは20世紀初頭より1920年代までに生れた経済学者6人をとりあげる。その
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中司馬遼太郎は他の 4人がアカデミシアンであるのとはちがう異色の人物である
が，明治の山路愛山などの系統をひく在野の歴史家で，とくに経済史を底礎にして
国民の形成発展を迫力ある筆致で描写し，多くの読者（とくに経済界の指導者たち）
に迎えられたという意味で，ェコノミストの一人として考えてもよいであろう。
安部隆一 (1907-1995)
安部隆ーは，大阪高商ー大阪商大に学び， 1932年商大第一回の卒業生となり，母
校の経営学教室で経営学を専攻したが，安部は経営学から経済史の研究にうつり，
経済学部教授として経済史の研究と構義を担当， 1971年定年退職，名誉教授となっ
た。 1991-93年に千倉書房から「安部隆一著作集』三巻（第一巻には経営学，第二
巻には経済学・経済史の労作，第三巻は『「価値論」研究』を収録，各巻「栞」に諸
家の短文を収録）が出た。主著は「「価値論」研究j(岩波書店， 1951年）で，本書
には大塚久雄の書評がある（『大塚久雄著作集』第9巻参照）。大塚は「商品」の「一
構造要因として使用価値がもつ独自的な重要さにとくに注意を払おうとする」安部
の根本的態度は「われわれ資本主義発達史の研究に立ち向かっている者にとっては
まことに示唆の多いものである」とのべている。
安部隆ーは1995年11月に病没したが，つぎの追悼文がでている。
上林貞治郎「宮上一男・安部隆一君の御逝去を悼む」，『有恒会報』（大阪高商・商
大・市大同窓会）第146号， 1996年3月。
津村和郎「ご冥福をお祈りします」，『シオノギ社内報』，第248号， 1996年1月。
上林は10月・ 11月に相次いで没した宮上・安部と自分が共に同時に大阪高商に入
学以来商大卒業後経営学研究室に所属，定年退職まで同じ道をあゆんだこと，研究
分野ではすこしずつ異なっているが「学問傾向ではほぼ同様な民主主義的学派に属
していた」とのべている。津村は故人が塩野孝太郎の招聘に応じて1959年以来塩野
義の相談役となり，会社幹部の経営指導にあたり，デイテール活動発展の大きな原
動力になったとのべ，故人が「製品のセリング・ポイントの明確化とテクニカルサ
ービスに徹するためのディテールマンの実力向上，消費者のために内服用アンプル
薬・ドリンク剤の分野に入ることをしなかったことなど」シオノギの施策を指導し
たとかいている。なお「栄光への苦難』（塩野義製薬， 1963年）には，義三郎社長が
大阪高商の後輩安部の指導の下に会社の合理化（というよりも近代化）の推進を徹
底的におこなった次第がのべられている (31-35頁）。
私は戦前にゴットルを研究していた時に福井孝治とその周辺の人々のゴットル研
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究に接し，その時に故人の論文をよんだのが最初であったが，戦後マルクスの価値
論を研究している時にまた安部の論文のいくつかに接した。さらに門下生の方から
故人は膨大な索引ノートをふくむ研究ノートを「資本論』に関してとマックス・ウ
ェーバーに関して残していることを聞き，学殖の広さと深さに敬服の念をもってき
たのであった。
大塚久雄 (1907-1996)
『みすず』，みすず書房，第426号， 1996年9月号，追悼大塚久雄。
そこには小林昇，武田清子，丸山真男，関口尚志，高橋一，奥泉光，長野聡，梅
津順一の文章がおさめられている。そのうち，丸山と関口のものは， 7月17日，国
際基督教大学礼拝堂の葬儀でよまれた弔辞である。
小林昇（「大塚史学の戦中・戦後」）は，「これは個人的な思い出の一端である」と
して，彼が東大の受験勉強中にすでに大塚の自宅にお邪魔したり，本位田祥男の助
手の高宮晋に紹介してもらったりしていたが，学生→研究者としての時代大塚の大
著『株式会社発生史論』その他の労作から影響をうけ，初期の「大塚史学」を通じ
て山田盛太郎の『日本資本主義分析jが自分に滲透したこと，自分の処女作「リス
トの植民論」に対した大塚から励ましの言葉をいただいたことをのべ，最後にウェ
ーバー研究者としての大塚の戦後の広い展開は，松葉杖の学徒という「マイナスの
条件を活かした思索によるものではないだろうか」と結んでいる。武田清子（「大塚
久雄先生をしのぶ」）は， 1986年73オで永眠した貞子夫人に大塚の著作集第13巻は捧
げられており，大塚が「彼女の真摯な助力なしに私の仕事はとうてい達成不可能だ
った」と書いているが，「周辺の私共も同様の思いを深くいたします」と書き，「私
事にわたりますが，先生に経済学を学んだ長幸男と結婚します時，先生は病院から
浅野順一先生の美竹教会まで出て下さり，御夫婦で証人をつとめて下さいました」
と書いている。丸山真男は，自分の徳川儒学思想史の研究の過程で大塚の前期的資
本と産業資本との峻別論に甚大な影響をうけた，つまり「すくなくとも私は戦後派
でなく戦中派アカデミシャンとして，先生からの影響が始まっている」とのべてい
る。関口尚志は，「先生は，最も現代的な世界史の課題ともいうべき南北問題に大き
な関心を寄せ……東大の先生の演習の同窓会がイギリスの独立自営農民にちなんで
「ヨーマン会」と名づけられているのに対して， ICUでの同窓会はロビンソン・ク
ルーソーのサーヴァントとして登場する黒人にちなんで「フライデーの会」と命名
されていますが，これなども先生の南北問題に対する関心を象徴しています」と書
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いている。高橋ーは，「社会科者として大塚先生は，おそらくご自身では決して意図
してはおられなかったであろうけれども，結果として日本のキリスト教プロテスタ
ント神学教育にも大きな影響を残されたと言える」とかき，「最後の日まで先生は，
たとえば矢内原忠雄への弔辞において魂の奥底からの祈りとして語られた如く，日
本の国に聖書に根ざしたキリスト教の福音信仰とそのエートスが深く浸透すること
を願っておられた……しかしどこまでも社会科学者として，禁欲的で慎重に『パン
種』や『塩味』のようにしかその思いを表現なさらない姿勢をむしろつとめて大切
にされていたように私には感じられる」とのべる。奥泉光は，大塚の下で大学院生
活を送ったものの学問を諦めて小説を書くようになるが，大塚から「『分かりやすさ』
に安住せず，捉えがた＜，摘み取る手から絶えず逃れてゆく『真実』に向かって物
事を考え抜いてゆく精神の運動こそが『学問』」だということをおそわり，学問の「『凄
味』を垣間見た」と書いている。梅津順ーは，「今日の世界を『横倒しにされた世界
史』とみる先生［にとって］，現代社会の動向は，この上なくスリリングな様相を呈
していたと思われる。……バプル崩壊後に露呈された日本経済の惨状はいうにおよ
ばず，現代世界の今日的問題は，近代の原点を鏡とする，大塚理論の診断を求めて
いるとさえいえるのではあるまいか」と書いている。
みすず書房から出た大塚の著書の最初は，みすず書房の創立の二年後に出版され
た『宗教改革と近代社会』であるが，大学時代に此の本をよんだ長野聡は， 1970年
にみすず書房に入り，以後編集者として，大塚•生松敬三訳『宗教社会学論選』 (1972
年），『生活の貧しさと心の貧しさ』 (1978年），『社会科学と信仰と』 (1994年）に関
係した。「三著作の刊行に立ち合って」の中で長野は，その過程でぢかに大塚に接し
た時に得た感銘のかずかずをしるしている。
私は，京大経済学部の助手時代，大塚の初期の著書や論文に接し，京都の学校の
先輩にあたると知って親近感をいただいていたが，その学風に魅力を感じだしたの
は戦後であった。だがその後大塚史学の基本的立場やイギリス近代経済史の実証的
研究について，白杉庄一郎や矢口孝次郎から問題点のあることを教えられたのを契
機に，漸次遠ざかっていった。大塚の死後各新聞（朝日・毎日新聞の1996年7月9
日の夕刊その他）にのった諸家の文章やこの『みすず』の特集号の追悼文やこの特
集号にのっている大塚の「資本論講義」などに接し，大塚久雄の学問やその影響に
ついてあらためて再考して見たいと思っている。
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安井琢磨 (1909-1995)
『創文』，創文社，第374号， 1996年3月，「追悼安井琢磨先生」
『安井琢磨著作集』全3巻 (1970年）の出版元創文社の月刊PR誌の追悼号には，
簡単な年譜の他に，つぎの二人の文章がのっている。
福岡正夫「安井琢磨先生を偲んで」。
伊達邦春「人生の師としての安井琢磨先生」。
福岡は．故人と共訳したランゲ「価格伸縮性と雇用』，ヒックスの「資本と成長」，
DOSSO本『線型計画と経済分析』の思い出や，故人の理論的業績については．「何と
しても，リヤプーノフの定理を他にさきがけて競争均衡の分析に適用された動学的
安定条件論と，ファン・デル・ポールの微分方程式にもとづきカルドアの景気理論
を自励振動モデルとして再定式化された非線形景気循環理論とを逸するわけにはい
かない」ことを強調する。伊達は， (1)「葬儀に列席して牧師さんの先生の生涯を語
られたお話の中で，先生が中学二年の時に自らの意思で積極的にクリスチャンとし
ての洗礼を受けられたこと……を知った」こと， (2)十数年前から先生御夫婦とわれ
われ夫婦四人で話をする時の「話題の中心はいつもウィーンの街であり，クリムト，
エゴン・シイレ，ココシカの画についてであり，マーラー，シュトラウスの音楽に
ついてであった」ことを述べている。福岡の文章の中に，クリムトの「マルガレー
ト・ストンボロウ・ウイトゲンシュタインの自画像」の前に立った故人の写真が挿
入されている。
『大阪大学経済学』，大阪大学経済学会，第46巻第 1号， 1996年9月の巻末に，「安
井琢磨名誉教授御逝去」という本間正明の追悼文が，故人の遺影とともにのってい
る。本間は，阪大大学院で故人の定年までの2年間．一般的均衡論をテーマで指導
をうけた時の思い出を語っている。
なお，安井琢磨ゼミナリステン事務局から『安井琢磨の人と学問について』とい
う雑誌が， 1974年から刊行されている。おそらく追悼号が出たと思われるが未見。
安井の業績のわが国の学界における位置づけについては、慎実一男「戦前までの
近代経済学導入史」，『経済学年報』28,大阪市大経済学会， 1968年； Tahashi, Negi-
shi, Takuma Yasui and General Equiliblium Theory in Japan, The Japanese 
Economic Review, Vol. 47, 3, Sep. 1996. 
熊谷尚夫 (1914-1996)
『創文』，創文社，第379号．「追悼熊谷尚夫先生」， 1996年8月発行。
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巻頭および本文中に多数の遺影ーその中に1965年『経済政策原理』で第8回日経
経済図書文化賞授賞の時や， 1978年紫綬褒章授賞の祝賀パーティーの時や1985年の
教室での講義の写真などありーと，簡単な年譜（略歴と主要著書）のほか，つぎの
7人の追悼文をおさめている。
小林昇「熊谷尚夫君」
森島通夫「追悼熊谷先生」
香西泰「熊谷先生と経済政策」
猪木武徳「静かなユーモアと率直さと」
建元正弘「先輩への追慕」
斉藤光雄「熊谷尚夫先生の『近代経済学』」
林敏彦「熊谷先生との対話」
小林は弔辞で，二人の勤務地であった福島からの「50年にわたる君との長いつき
合い」を語り，「君の死は急速に訪れ，ぽくは君が一種の『死に上手』ではなかった
かと，いまは棺を前にして思う」とのべる。森島は「先生独特の適度にシニカルな
人間観察」について，香西は，故人が経済企画庁経済研究所長時代の所産「熊谷報
告」について，猪木武徳は「先生の静かなユーモアと率直さ，そしてその基盤とな
っていた先生の人格のノープルさ」について，建元正弘は故人の「最高の余技」で
ある釣りと，旧制第二岡山中学のこの先輩が母校の創立記念誌に寄せた「二中の思
い出」とについて，斉藤光雄は，故人が「ミルの自伝が好きで何度読んだかわから
ない」と言ったことについて，そして林敏彦は，故人が「日本の近代経済学の黎明
期，ご自身の学問遍歴，心にかかる課題，今後の日本経済学への期待などを熱心に
語った」『経済学対話』（筑摩房， 1992年）について，こもごも語っている。
故人は大阪大学を停年退官後， 1978年関西大学経済部に就職， 1985年に停年退職
したが， 1984年6月関西大学経済学会から『熊谷尚夫博士古稀記念論文集』が刊行
された。 10人が寄稿しているが，巻頭に「J• s・ミルと経済発展の問題」を寄稿
した大野忠男は，「ミルの所説を熊谷教授の現代版（熊谷『経済政策原理』第二部）
と比較するならば，国民所得計算や発展プロセスの精密な理論的分析などを別とし
て，諸々の発展要因（ないし原因）の取扱いにおいて，両者の間に本質的な相違が
ないことを知るであろう」とのべている。また斉藤謹造は「経済理論と政策原理一
熊谷尚夫先生の経済学ー」で，「あえて観察者ないし批判者としての姿勢をとりなが
ら，先生の理論体系の形成のプロセスを語って」いる。そして最後に「資本主義の
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歴史的動向と社会主義の可能性については，先生の志向はむしろシュンペーターか
ら最も強い影響を受け，現在でも彼の見解にかなり近いところにあるように思われ
る」とのべている。巻末の略歴・著作目録は， 1984年3月末までであるが，前掲『創
文』のそれに比してずっと詳細である。
藤塚知義 (1916-1993)
「回想の藤塚知義先生」，編集発行藤塚知義先生追悼文集刊行会， 1996年3月15日，
A5版124頁，巻頭に遺影14葉，非売品。
編集後記（刊行会発起人）によれば， 117名のみなさまの御厚志により，また28名
の執筆者の寄稿を得て，無事刊行できたこと，巻末の故人の旧稿（「戦時補償打切り
の『意義』について」 1948年）は，「今日火急の緊急課題たる金融機関の財務再建と
金融再編問題とを照射する，一つの歴史的資料として収録したことをのべている。
本書は二部にわかれる。第一部「回想の走馬灯」は， I友として（小林昇，三宅
義夫，杉山忠平ら 7名）， I職場をともにして（小沢辰男，向山敦，桜井毅ら武蔵大
学の同僚6名）， II後学として（植田欣次，金井雄一）， IV教え子として（古沢一美，
赤井士郎，服部正治，山本孝則，八尾信光ら11名）， v兄として・伴侶として（藤塚
明直，藤塚博子）， VI故藤塚知義先生の業績について，小林賢齋，第二部「故藤塚知
義先生の業績について」の 6篇からなり，第二部には編集後記にある旧稿「戦時補
償打切りの『意義』について一『資本』再編成の道一」，「金融経済年報』第2号，
1948年3月所収）と，年譜および業績目録がある。『武蔵大学論集』の藤塚知義教授
記念号（第29巻第3・4号， 1981年12月）にも経歴と著書・論文目録があったが，
それらを補充増訂したものである。
小林昇（「交情淡厚」）は，故人が小林の母校武蔵学園を「しつかりと育てて下さ
った」こと，学会を通じて親しくなった故人が隅々近隣の住人であったこともあり，
さらに晩年大東文化大学で同僚として勤めるようになって，「この良き風貌にゆっく
りと親しむようになった」ことの二つに感謝しつつ交友関係を回想している。三宅
義夫は1946~47年ごろ「金融研究会」や「資本論研究会」で故人と親しくしていた
ことと，その頃に志を立てて40年以上かけてトウックの『物価史』を完訳した事に
よせて故人に父君からうけついだ「漢学者的な血が流れていた」と感じることとを
のべている。杉山忠平は， 1952年に『アダム・スミス革命』にふれたという「最古
の記憶」と， 1991年12月に武蔵大学経済学部に新設される金融学科のために購入さ
れた基本図書の展示会で会ったという最新の記憶，とくにそこでローダディル蔵書
77 
708 闊西大学『経清論集』第46巻第6号 (1997年3月）
について話を交わしたことについて語っている。また小林賢齋は，『資本論』第3部
第5篇第28章「通貨と資本。トウックおよびフラートンの見解」の冒頭の解釈につ
いて，藤沢は当時の翻訳に異説をたてたが，「驚くなかれ，それから35年も経過して，
マルクスの草稿の研究が進むにつれて，現行版とは異なってマルクスの草稿は，む
しろ藤塚先生の解釈に近いものであることが判明してきた」とのべ，さらに同じ章
の中のエンゲルスによるマルクスの文章の訂正を藤塚が問題にしていたが，この点
もやはりエンゲルスの方に問題があるという「藤塚先生の指摘の正しさが裏付けら
れる結果となっている」と書いている。
経済学史学会やスミスの会で故人と会う機会はあったが， 1973年に『経済学クラ
ブーイギリス経済学の展開ー』が出版される前後に，私ははじめて故人の来訪をう
けた。その頃私も「経済学クラプ」に関心をもっていた（同書7,19頁参照）ので，
同書の出版をミネルヴァ書房に斡旋した。以来このクラプにあたるような存在がわ
が国にもあったかどうかについての探索が共通の話題になり，親交はより深まった
ように思われる。だが1991年に私が倒れてからは会う機会がなくなってしまい，急
逝の報に接した時は愕然としたのだった。
司馬遼太郎 (1924-1996)
谷沢永ー『司馬遼太郎』，山野博史編， 1996年10月， PHP研究所発行。 B6版，
244頁。巻頭に故人との対談 (1963年11月）の写真一葉。巻末に「著者による司馬遼
太郎追悼関連執筆・発言一覧」と「司馬遼太郎著書目録」（ともに山野博史編）あり。
ほぼ同時に文芸春秋から出た『追悼司馬遼太郎』や『中央公論』 9月号臨時増刊の
「司馬遼太郎の堂音』とは対照的な追悼文集である。「あとがき」によれば谷沢は，
1996年2月13日午後9時，山野より司馬が病院でなくなった報をうけるが，時を措
かず，産経など五紙から追悼文執筆の電話をうけ，以後ひきつづきインタビューや
執筆の依頼をうけるが，他方PHP研究所から各雑誌に執筆の追悼文をあつめて一
冊にまとめることをすすめられ応諾，その後山野の慎重な編集で本書はなった。
五部よりなる本書に，谷沢による追悼文とインタビューや対談の記録が適当に配
列されて収録されている。 1におさめられた五つの短文は，司馬の人物の特色や業
績の真髄を端的にのべた総論にあたる。渡部昇ー，尾崎秀樹，山野哲雄との三つの
対談はおびただしい司馬の業績を多面的にとりあげながら縦横に談論したものだ
が， とくに山野との対談二つ（「司馬水詠清遊」と「躍動する司馬語法」）は，息の
あった二人が談論風発したものでよみごたえがある。
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「経済学者の追悼文集」に，柳田国男や宮本常ーらのものを収録したが，それは
彼らの業績が経済学や社会科学一般にすくなからぬ影響をあたえたからである。谷
沢によれば，司馬の一連の歴史文学，空海から義経や信長，秀吉，高田屋嘉兵衛，
坂本竜馬，西郷隆盛にいたる歴史小説は，「ほぽ一貫した日本経済史として読むこと
ができる」のだが，司馬の特色は，「経済はなによりも経済活動の運行」であり，「国
民の活力の発現形態」としてとらえるところにある。谷沢は，司馬にとっては「経
済を描くこと，それは民族のエネルギーを描くことを意味し，司馬の実証目的は，
日本民族に対する讃歌」であったといい，「司馬遼太郎は，日本人に勇気をとりもど
させるべく現れた作家であり」，司馬の創造した国民文学は，明治以後の多くの日本
文学や日本史学の作品にかわって国民を励まし勇気づけるという「比類なき貢献」
をした。「司馬遼太郎』は全編をあげて，この貢献をたたえている，まことにユニー
クな追悼文集である。
IV 
最後に， 1920~30年代に生まれた 4人の経済学者をとりあげる。私は1970年代に，
細貝英と中山大という二人の若い友人の死を知った時の痛惜の念を今も忘れ難い。
私はこのシリーズで40オをこえぬうちに夭折した経済学者の追悼文集のいくつか一
それは恩師や友人の手で多くの場合遺稿とともに編まれたーを紹介したが，この二
人の場合も，老大家の追悼文集とは対照的な内容で読者の胸をうつものがある。
淡路憲治 (1921-1985)
「岡山大学経済学雑誌』，第17巻第3・4号， 1986年2月。淡路憲治教授追悼号
巻頭に遺影ー葉，経済学部長竹下昌三は，「淡路憲治先生に捧げる」で， 1月16日
の教官会議で元気だった故人は1985年2月27日急性心不全で急逝したこと，「慢性気
管支炎に苦しみながら」も19年間岡山大学で在職中「着々と仕事を進め」て『マル
クスの後進国像』 (1971年）で経済学博士の学位をうけ，さらに1981年『西欧革命と
マルクス・エンゲルス』を出版したことをのべ，故人の業績をたたえている。本巻
には同僚26人の寄稿があり，巻末に略歴と著作目録がある。略歴によると，和歌山
市出身で，東大経済学部卒業後，富山大学経済学部助手となり，同大学に11年勤め
てから岡山大学に赴任，社会思想史学会と国際経済学会との幹事であった。
東大で「武田隆夫ゼミの会」の友人であり，岡山大学の同僚でもあった土生芳人
は『経友』（東大経友会， 103号， 1985年10月号）に「淡路憲治君の急逝を悼む」を
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書いている。それによると， 3月1日岡山市源照寺で営まれた葬儀のときの弔辞の
中で土生は35年間の交友をふりかえり，つぎのようにのべた。
「淡路君，あなたの生涯はけっして平穏無事な，楽な生涯ではなかったと思いま
す。東京大学には入る前，あなたは長く病床にありました。大学に入ってからも，
右膝関節の病気に苦しみました。……そうした中で学生運動にかかわり，病状を悪
化させ，入院して足を手術することになったのです。•…••あなたは人間が好きでし
た。おしゃべりが好きでした。……既成の権威に反逆し，新しい思想を求める一方
で，あなたは義理人情を重んじるという浪花節的な古いところがありました。…淡
路君，あなたは63オという，いまではもう長いとはいえなくなった一生を，駆け足
で駈けて終りました。万感つきませんが，いまはただ，安らかに眠って下さい。さ
ようなら。」
田中慎晴は，『西欧革命とマルクス・エンゲルス』の書評でつぎのように書いてい
るが，私は田中らと語らって発足させた経済原論研究会に岡山からよく参加してく
れた故人の風貌をしのびつつ，田中の書評の一節を同感しつつよみかえした。
「本書においてしめされている著者の評価・判断の視点について，わたくしは現
代の良識を感ずる。…著者は「社会主義」世界における「混沌・混迷の状況」が「私
のマルクス，ェンゲルスを見る眼に微妙な影響を与えた」と述べている。このこと
はよく分かるし，また著者ひとりのことがらではなくして，現代の大量的な社会現
象趨勢といってよいであろう。しかし，それを学問的な仕事の上で的確に表現する
ことは，けっしてなまやさしいことではない。……著者のばあい前著以来のテーマ
と方法論を堅持して，ねばりづよく，マルクス，ェンゲルスの革命論と対面しつづ
け，転形しゅく自己の現実感覚•生活意識をその分析に浸透させ客観化させた。そ
うしてでき上がったものが本書である。このような仕事は，現代において誰かがし
なければならない仕事だと感じさせるものがあり，その意味で，現代のひとつの標
準的な作品である。そしてまた， 20歳代で戦後マルクス主義に浸った世代の作品で
ある」（「岡山大学経済学会雑誌』第14巻第1号， 1982年6月）。
森川喜美雄 (1928-1973)
『専修大学社会科学研究所月報』第114号「故森川喜美雄所員追悼号」， 1973年3
月。川崎市多摩区生田，専修大学社会科学研究所所長江沢譲爾発行， 28頁。
江沢譲爾「森川喜美雄君死を痛恨する一断章一」
内田義彦「大学院時代の森川さん」
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細貝英「森川さんの業績をしのぶ」（関西大学経済学部助教授）
「故森川喜美雄君を悼む」森下健三
江沢は所長として，森川が研究所の所報や年報の編集に「献身的Jに従事し， と
くに「年報の編集に精力をつかい果たした」ために「突如として逝去された」こと
を思い，「暗然とする」と書いている。また森下は同僚として，故人にハゼ釣りの手
ほどきをしてもらうために，五年まえの秋に東京湾の埋立地で一日をすごした時の
ことを書き，「悠揚せまらず淡々としていて大人の風格があった」故人のありし日の
面影をしのんでいる。
内田義彦は，「私如きものを師と目してくれた」故人が，早稲田の教育学部社会科
で樫山欽四郎の指導でヘーゲルを研究し，『経済学の生誕』を内田が刊行した年に専
修の大学院へ「社会＝歴史の科学としての経済学の成長のあとをマルクスその人に
於いて検出する」べく入学した一「もし梯（明秀）先生が東京に居られたとするな
らば，先生の下で勉強することになったかも知れない」一こと，内田の指導下で書
き上げた修士論文「ヘーゲル「市民社会」の論理一主として『法の哲学』を中心と
して」 (1957年7月）の内容を説明しつつ，「このヘーゲルを経済学にひきよせて理
解した論文を『生誕地』として」，それ以後の故人の研究が前進すること，そのつぎ
の大きな仕事が1961年に書かれた（博士過程修了論文），「マルクス初期経済学研究
ー主として『経済学・哲学手稿』および『哲学の貧困』におけるプルードン主義と
の対決ー」であったことについて書き，最後の数年間の異常なまでの故人の精進に
ついてにつぎのようにのべている。
「彼は読みに読み，書きに書いた。この数年，彼が身辺にただよわす大らかな明
るさ，学問と編集業務におけるきびきびとした仕事ぶりは，彼の喜びと自信のほど
を物語る。……10年以上前の，彼から見れば少し古くなった大きな体系的労作とこ
こ数年，異常とも思える早さで書きつづけた，新しい体系的作品への膨大な量の註
ないしは「一つの補論」（「プルードンとヒルデブラント」）の山を残して……」 (1963
年4月5日）
細見英は，「学界での一後輩として，親しくしていただいたのはいつ頃からであっ
たろうか。私の手もとには1962年秋，香川大学での経済学史学会の機会に……二人
並んでとっていただいた写真がのこっている。ともに初期マルクスを専攻し，また
森川さんが梯明秀先生のお仕事に多大の関心をもっておられたことが親しくしてい
ただく直接の機縁であった事は確かである（それに，偉大な先生に直接のご董陶を
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いただ＜喜びと苦しみとが，若き日の私たち二人に通ずるものがあったかも知れな
い）」と書き，故人の．「草稿』ー『ド・イデJ-「貧困J-『要綱』ー「資本論』
というマルクスの発展過程……の総体を，いわば「プルードン所有論批判体系」と
して把えつくそうと」する研究が最後に結晶したのが「亡くなった直後に活字にな
って発表された力作」の「プルードンとヒルデプランド」だったとのべて，「エネル
ギッシュのー語につきる」故人の歩みに畏敬の念を表している。
遺作「プルードンとマルクス』は，内田義彦，吉沢芳樹，望月清司，木崎喜代治
の編で，未来社から1979年に刊行された。
細見英 (1933-1975)
森川喜美雄より 5年年少の細見英は森川の死より 2年後に，まるで森川の後を追
うように急逝する。没後にその虞女作が刊行されるのも森川と同様で．「経済学批判
と弁證法』が1979年に同じ未来社から刊行されるのだが，細見の場合勤務先の関西
大学の『経済論集』（第26巻第2号， 1976年9月）が追悼号として刊行された。
巻頭に故人の遺影ー葉と経済学部長東井正美の「追悼の辞」を，また巻末に「略
歴及び業績目録」（重田晃ー・松岡保編）を収め，本文に 7人の記念論文と，故人の
講演記録「経済学批判と弁證法ーヘーゲルとマルクス」を収める。
7人の寄稿者のうち 3人は関大の同僚であるが．杉原（甲南大学）森田（東京大
学），高橋（京都大学），稲村（札幌大学）は学外者で，故人と専門分野を通じてつ
ながりのあるものばかりだが．とくに私の「経済本質論とマルクス経済学」は「細
見英教授をしのびつつ」という副題のしめす通り，故人が立命館に在職中から経済
本質論やマルクス経済学形成史の分野で私が最も注目していた研究者の 1人であっ
た。私はこの論文で拙著「マルクス経済学の形成』に対する故人の書評（『立命館経
済学』第13巻第 1• 2号,1964年）と，この書評を書くに際して故人が私あてに送
った書簡とを紹介し．当時の故人の問題意識をさぐりつつ，経済本質論とマルクス
経済学との関係について考察している。そして拙著に対する遊部久蔵や服部文男の
書評に対し．経済本質論の積極的意義を評価しつつ，次のように書評でのべている
くだりを引用して，そこに故人の見解が端的にあらわれているとのべたのだった。
「労働疎外の質・量両側面の考察にもとづく労働本質論と労働時間費用論との統
ーとして，マルクスの経済本質論が成立した。…右のような経済本質論が．マルク
スの価値論や余剰価値論を生み出した墓盤であり，かつそれらを支えている支柱と
してはたらいているのである。（このように拙著の論旨を要約したうえで）ただし．
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杉原教授が強調される経済本質論が現実に対する批判的対決に媒介させられて成立
したものであることが，忘れられてはならない。マルクスの本質論はつねに，現実
の否定としての，しかも現象のなかで生成しつつある本質であって，このことは労
働本質論についても経済本質論についても確認しうるはずである」（前掲『立命館経
済学』 175-6頁）。
私はこの論文の最後に，田中慎晴の「細貝英君の追憶」という一文の中からその
一節を紹介した。田中は，経済学史から経済原論への移行は自分がその難しさを経
験していたから，故人が立命館から関大へかわるとともに学史から原論にうつると
いう「彼の決意を聞いたとき，それは大へんだと思ったが，転機を求める気持ちが
わかり，相対主義を排して，ある意味で論理絶対主義を志向する細貝君は原論向き
かもしれない，とも思った。…たしかに，身に余る重荷をみずから背負いこんで，
動きがとれなくなるよりは，運びうる重量のものを運ぶべきであろう。…けれども
蹟きの石というべきものを実はなにももっていなくて，したがって，ゆきづまると
いうこともありえないで，平気でものを書き，講義をしているひともいるのである。
細貝君がこの部類から程遠かったことは，知るひとのすべてが認めるところであろ
う」（『如意』第7号， 1976年7月）。
田中の文章にはあえて原論への道をえらんだ故人がその道の途上で挫折したこと
への痛恨の念いがにじんでいる。故人の恩師梯明秀が『思想』 1977年5月に書いた
「故細貝英君との長かった学問的交渉について」にも，同じ思いがこめられている
が，それはすぐれた後継者をうしなった哀惜の文章として，内田義彦が森川喜美雄
の死によせた文章と相通するものがあるといえよう。
梯はその文章の中で，私が前掲の論文で故人の代表作を「マルクスとヘーゲルー
経済学批判と弁證法ー」をあげたのに対し，「私も杉原氏と同感である。そして同時
にこの力作にまで，よくも彼自身の素質を自覚しながら成長させたものだと，私は
敬服せざるをえない」とのべたあと，立命館の助手時代に，故人が自分には素質が
ないので経済哲学の研究を諦めたいと申し出たことがあるというエピソードを，「こ
れから研究生活をはじめようとする若い読者にとって必ず参考になるはずだ」とし
て語っている。
遺作『経済学批判と弁證法』は，その「あとがき」を書いている稲村勲の編で未
来社から， 1979年に刊行された。
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中山大 (1935-1973)
『甲南経済学論集』第14巻第2号，「故中山大教授追悼記念号」。
巻頭に遺影ー葉，山崎武雄・永友育雄の弔辞がある。松尾博「ヴェブレンの技術
者革命論をめぐって」など六人の論文がおさめられ，最後につぎの追悼講演二篇と，
故人の略歴•著作目録がある。
溝川喜一「故中山教授の研究業績を偲んで」。
高橋哲雄「中山教授の人柄について」。
京都大学の岸本誠二郎研究室での同門の先輩溝川は，中山が一貫してヴェプレン
の研究にいそしみ，それを一本にまとめあげるまで精進したことを回顧している。
また甲南大学経済学部の同僚である高橋は，故人が真摯な学究であると同時に，熱
心な教育者であり，講義やゼミを通じて多くの学生にしたわれて，教員と学生が共
に学問に精進するという甲南の学風の形成にも大いに貢献したと語っている。私も
短期間ながら中山と同僚であった者として，同じ思いをいだいている。
業績目録の最後に，マーク・プローグの『経済理論の歴史』の邦訳（杉原四郎他
訳，東洋経済新報社）の書評がのっている。これは故人に私が依頼したものである
が，それが彼の絶筆になってしまった。遺著『ヴェンプレンの思想体系』は， 1973
年ミネルヴァ書房から刊行され，学界の注目を浴びた。
追記 資料蒐集上，田中慎晴，谷沢永ー，星野中，重田晃一，谷川宗隆，太田仁樹，
田畑稔，松田博の諸氏に御世話になった。記して謝意を表する。
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